
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参加した職員からの感想＞ 

・何度も繰り返し練習することで、とても勉強になった。 

・電極パットの貼り方や呼吸の確認の際の姿勢など、細かい部分まで知ることができた。 

・ＡＥⅮの２回目のアナウンスが流れるまでの２分間の訓練は初めてだった。２分間はとても

長く感じた。 

・一人ではなく、連携して取り組むことが大切だと改めて感じた。 

               

                               

 

日時 ： 令和７年８月２５日（月） 

 

講師 ： 日本赤十字社救急法指導員  

佐藤 敦子  氏   

丹治 美晶  氏 

教職員を対象に、救命処置を実施するために必要な知識や技能を身につけることをねらいと

して救急救命法講習会を行いました。講師には、日本赤十字社福島県支部の救急法指導員の方

をお迎えし、心肺蘇生の手技およびＡＥＤ操作等、実践的な内容を指導していただきました。 

緊急の場面での対応の仕方について、実演を交えながら説明を受けました。 

グループごとに、心肺蘇生やＡＥⅮの使い方を練習しました。 

 



 

 


